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研究成果の概要（和文）：要国による非公式フォーラムとしてのＧ８サミットは、変化する国際

政治経済の文脈において、強大国の単独主義を牽制し、多国間主義再生への足掛かりとして機

能しうる一方、少数国による寡頭制化の可能性もはらんでいる。新興国、アフリカ諸国、市民

社会等との対話によってＧ８をより民主的なグローバル秩序構築のための協議体に転換する方

向もありうるが、金融危機や気候変動などに対処する枠組みとして台頭してきたＧ２０はまだ

十分にその機能を果たすまでには至っていない。 
 
 
研究成果の概要（英文）：In the rapidly changing context of the global political economy, 
the G8 summit can be a source of both conflict and cooperation. While the aristocratic 
nature of the G8 summit can check unilateralism and be a stepping-stone to multilateralism, 
it may also become a corrupt oligarchy. While more democratic governance can be 
constructed through the transformation of the G8 into a global governance forum with 
African and other outreach countries, and with civil society dialogue, the emerging G20 
may play the hypocrite without fulfilling their commitments unless it is effectively 
democratized. 
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１．研究開始当初の背景 
 

（１）第二次世界大戦後の国際政治経済秩序
が崩壊し始めた１９７０年代に先進国側か
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らの秩序再編の試みとして始まった先進国
首脳会議は、国際レジームとして制度化され
る一方で、グローバルな課題の解決策となる
のか、それともむしろ危機の原因となってい
るのかについて評価が分かれていた。 
 
（２）とりわけ、２００８年に日本が議長国
となって開催された G８サミットは、地球環
境や貧困削減など世界経済の危機と複合的
に生じた問題群に対処するリーダーシップ
を発揮できるかどうかが問われ、市民社会も
地球環境、貧困・開発、平和・人権など領域
横断的な社会運動によってグローバル・ガバ
ナンスの改善を求めていた。 
 
（３）G８サミットに焦点を当てながら、グ
ローバル秩序再編の動態を明らかにするこ
とによって、２０世紀型秩序から２１世紀型
秩序へのパラダイム転換の前提や含意を検
討することに資すると考えた。 
 
 
２．研究の目的 
 
（１）第二次世界大戦後の国際政治経済秩序
は、戦勝国であるアメリカやイギリスを中心
とした国家主体によって形成された。ここで
秩序形成主体として除外されていたドイツ、
日本、イタリアは冷戦後の国際政治経済秩序
の再編にどの程度寄与してきたのかを明ら
かにし、その理由を検証する。 
 
（２）国際的な政策課題群として、地球環境
と持続可能な開発に関する分野に焦点を当
て、この分野における G８サミットの役割に
ついて検証する。 
 
 
３．研究の方法 
 
（１）２００７〜２００９年にドイツ、日本、
イタリアで開催された G８サミットを事例研
究として、第二次世界大戦後の国際秩序形成
主体として除外されていたこれらの主要国
が２１世紀のグローバル秩序形成にどのよ
うな条件のもとで、どの程度寄与しているの
か、あるいはしていないかを見極める。 
 
（２）具体的な政策分野として取り上げた気
候変動と貧困・開発問題について、専門家に
よるシリーズ講演の開催や G８サミット関連
イベントに参加することによって、理論的検
討と実践的課題を考察する。可能な限り、サ
ミット関連の現地調査も行い、国際的視点を
もった研究方法を推進する。 
 
 

４．研究成果 
 
（１）２００７年度は、G８サミットと秩序
研究の現状に関する歴史的および理論的背
景を調査・分析するために、内外の先行研究
レビューを実施した。とりわけ、G8 and 
Global Governance Seriesを刊行しているト
ロント大学 G８情報センターの文献を中心に
検討した。これらのレビューを踏まえて、表
１にあるような独自の分析枠組みの構築を
試みた。縦軸は、一国による政治、少数国（複
数国）による政治、多数国による政治、多様
な主体による政治である。横軸は、国際公益
のための政治か、あるいは狭隘な国益または
私的利益のための政治かという区別である。
米国による覇権安定が崩れ始めた７０年代
に発足したサミット体制は、経済復興と成長
を果たした日本やドイツなどを含む少数国
による国際公益を回復しようとした試みで
あった。しかし、G８サミットは、縦軸にお
いて参加国の拡大が求められ、多様な利害関
係者（マルチステークホルダー）によるヘテ
ラルキー・ガバナンスの動きも見られる。そ
の一方で、サミットで宣言したコミットメン
トと実際の政策の乖離など横軸において先
進国利益の狭隘化が批判されている。 
 

表１：G８の政治学的位置づけ 
 

 国際公益 狭隘利益 

単独主義 覇権安定 独裁政治 
複数国主義 貴族政治 寡頭政治 
多国間主義 民主政治 衆愚政治 
多様主体 ヘテラルキー アナーキー 
 
 また、国際政治学によれば、国際レジーム
とは原則、規範、ルール、意思決定手続のセ
ットであるとされるが、今日の国際レジーム
は多くの原則やルールが混在している。存在
論的に分類すると、一国、国際、世界、地球
の４種類、認識論的に分類すると目的論と行
為論の２種類の組み合わせが考えられる（表
２）。 
 第１モデルでは、一国の首脳というフォー
マルな存在主体がインフォーマルな秩序形
成を目指す。この見方によれば、G８プロセ
スのシェルパの活用のように政府首脳の自
律性回復が試みられる。第２モデルでは、相
互主義規範にもとづいた各分野における G８
閣僚会議の制度化や意見交換のようにフォ
ーマルな組織構造化が図られる。第３モデル
では、G８参加国拡大提案のように配分的正
義や公平性を規範としたルールづくりが試
みられる。第４モデルでは、最近の G８サミ
ットでも見られるようになった非国家主体
との協働やマルチステークホルダー対話が
模索され、公正性について脱構築・再構築が



 

 

試みられる。 
 
表２：存在論・認識論における規範とルール 
 
存在／認識 目的論 行為論 
一国 回復 自律 
国際 衡平 交換 
世界 公平 分配 
地球 公正 協働 
 
 なお、ドイツで開催されたハイリゲンダ
ム・サミット（２００７年６月）について、
日本政府や NGOが国内で実施した報告会に参
加して情報収集と意見交換に努めた。 
 さらに、最近のＧ８サミットにおける主要
政策課題として、地球環境と持続可能な開発
分野に着目し、これらの課題群について政
府・国際機関、多国籍企業、市民社会、メデ
ィア、科学者などのマルチステークホルダー
に協力を求め、国際基督教大学においてシリ
ーズ講演を実施した。 
 
（２）２００８年度は、北海道洞爺湖サミッ

ト（２００８年７月）を追った。とりわけ地

球環境（気候変動）とアフリカ開発をめぐる

グローバル秩序形成について、Ｇ８サミット

議長国としての日本は欧米諸国との連携を強

化して寄与したが、複数国のフォーラムとし

ては、気候変動においても、金融危機におい

てもＧ２０が台頭してきた。気候変動につい

ては、グレンイーグルス・サミット合意で設

置された温室効果ガス主要排出国２０か国（

Ｇ２０）のほか、アメリカを中心とする主要

経済国グループの少数国フォーラムや国連を

中心とする気候変動枠組条約の多数国フォー

ラムとの関係の明確化も模索された。金融危

機については、９０年代末に設置されたＧ８

諸国、欧州連合および新興経済国による２０

か国・地域によるフォーラム（Ｇ２０）とＧ

８サミットの関係が最重要課題の一つとなっ

た。   

 北海道洞爺湖サミット直前には、NGOの協力

を得て、スーザン・ジョージ氏（トランスナ

ショナル研究所）を招き、三鷹ネットワーク

大学において公開フォーラムを実施した。G

８北海道洞爺湖サミットでは、先住民族サミ

ットや２００８年G８サミットNGOフォーラム

の関連イベントに参加して意見交換を行った

。 

  これまでの研究成果は、北海道洞爺湖サミ

ットのタイミングに合わせて『環境と開発の

ためのグローバル秩序』（東信堂、２００８

年）として刊行したほか、第２回グローバル

国際関係会議（スロベニア、リュブリャナ大

学）においてG８とグローバル秩序について研

究報告を行った。 

 

（３）２００９年度は、イタリアでのサミッ

ト開催予定地だったラ・マッダレーナから急

遽、震災復興を目指すラクイラに変更して開

催されたラクイラ・サミット（２００９年７

月）に着目して考察したが、新興国の台頭に

よって名実ともにＧ８体制からＧ２０体制へ

と移行した重要な転換年となった。 

 気候変動問題については、２００９年１２

月にコペンハーゲンで実施された第１５回国

連気候変動枠組条約締約国会議に向けて、世

界金融危機とともにラクイラ・サミット、ニ

ューヨークでの国連総会、ピッツバーグでの

Ｇ２０サミットの優先的アジェンダとして議

論された。ラクイラ・サミットからコペンハ

ーゲン会議にいたるまで中国、ブラジル、イ

ンドなどの新興諸国が秩序再編過程に大きく

関与したことが注目されたが、Ｇ８体制に代

わり台頭したＧ２０体制が国際秩序再編に十

分な機能を果たしているとは言えない。ラク

イラ・サミットにはオバマ米大統領が政権交

代後にＧ８サミットに初参加し、ピッツバー

グ・サミットでは鳩山由紀夫首相が政権交代

後にＧ２０サミットに初参加した。主要国の

政権交代の影響については、核軍縮における

オバマ大統領のイニシアチブなどが見られた

が、気候変動や金融危機においては国内レベ

ルほどには国際秩序再編への影響が見られな

かった。ドイツ、日本、イタリアと続いた３

か国の連携強化はイシューによってなかった

わけではないが、むしろ、新興国の台頭によ

る構造的影響がより大きかったと言えよう。

これら３か国がG８サミットを通じて十分な

リーダーシップを発揮できなかった理由は、

気候変動と貧困削減という課題群の難しさも

あった。 

 ニューヨークでの国連総会とピッツバーグ

でのG２０サミットの関連イベントで現地調

査を実施したほか、Ｇ２０主要国の一つであ

るブラジルで開催された国際関係学会（ＩＳ

Ａ）とブラジル国際関係学会（ＡＢＲＩ）と

の合同国際会議（ブラジル、リオデジャネイ

ロ・ポンティフィシア・カトリック大学）に

おいて、Ｇ８/Ｇ２０サミットや国連で交渉さ

れた気候変動対策のための革新的資金メカニ

ズムの秩序形成に関する論文を報告した。 

 さらに、研究成果の一部にもとづき、財団

法人地球環境戦略研究機関（ＩＧＥＳ）によ

る第２回地球環境セミナー２００９（２００

９年１２月）では、「気候変動と開発の金融

インターフェース」について講演を行い、参



 

 

議院国際・地球温暖化問題に関する調査会（

２０１０年２月）では、コペンハーゲン会議

への評価と包括的構築に向けた課題について

参考人として意見陳述を行った。 
 今後の研究の展望としては、G２０に焦点
を当てたグローバル秩序研究がなされる必
要があろう。 
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